
〔表４〕社会教育課の重点施策の評価と外部評価委員の点検・評価 ※推進状況など詳細は、HPなどからご確認ください。

〔表 5〕国体推進課の重点施策の評価と外部評価委員の点検・評価

重点施策 主な実践項目 評価 外部評価委員の点検・評価（一部）

１

燃ゆる感動かごし
ま国体フェンシン
グ競技の準備及び
普及

１ 競技団体との連絡調整

4.0

天皇皇后両陛下をお迎えして、下準備等大変
だったと想像するが、市民の思い出に残るか
ごしま国体フェンシング競技会となった。
大きな問題もなく無事完了出来たことを評価
する。

２ フェンシング競技の普及

3 効果的な広報活動の実施

２

綱引（公開競技）、
スポーツチャンバ
ラ（デモ競技）の
準備及び開催

１ 競技団体との連絡調整

3.0

綱引は、垂水高校生も参加し良い思い出になっ
たと思う。また、練習等も大変だった思う。
様々な場面で活躍している様子が解り、非常
に良かった。綱引き大会を、今後も続けて貰
いたい。

2 普及活動の充実

３ 広報活動の充実

３
フェンシングのま
ちたるみず実現プ
ロジェクトの実施

１ 企業版ふるさと納税制度の活用

3.0

市内にフェンシングクラブを立ち上げ、ジュ
ニア育成のため継続して活動しているとい
う報告を聞き、とても頼もしく、「フェンシ
ングのまち垂水」の実現のため、引き続き
取り組みを続けてもらいたい。

2 たるみずカップの開催

３ 県大会以上の大会誘致

４

燃ゆる感動かごし
ま国体垂水市実行
委員会の円滑な事
務の執行

１ 予算の適切な執行 3.0 コロナ前からの準備で開催時期の延期もあり、
長期間にわたり本当にご苦労様。

※推進状況など詳細は、HPなどからご確認ください。

教育委員会

事務点検評価

重点施策 主な実践項目 評価 外部評価委員の点検・評価（一部）

１ 生涯学習の推進

１ 推進体制の確立と情報提供の充実

3.0

社会教育課の施策は幼児から高齢者まで、幅
広い世代を網羅し、市民の知識教養の底上げ
や地域づくりのために欠かせないものばかり
である。できるだけ多くの市民にその事業や
活動を知ってもらい、参加してもらえるよう
取り組んで欲しい。

２ 学習機会の充実

3 学習基盤の整備

２ 社会教育の充実

１ 社会教育団体の育成強化と活性化

3.0

家庭教育学級での各学校それぞれの特色を生
かした取り組みなどが行われている。固定的
性別役割分担や同和問題など、現代の社会へ
通ずる理解力の向上を優先し、多くの管理職
の方々が人権教育研究会へ参加されたことは
高く評価する。

２ 家庭教育・成人教育の充実

３ 青少年健全育成の充実

4 人権教育の充実

３ 文化の振興と文化
財保護の充実

１ 文化活動の促進

3.0

瀬戸コンや和田コン、文化祭等数多くの大き
なイベントを開催し、問題なく無事に完了し
たことを評価する。定期的に開催するイベン
トは、観光目的にもなり得るので継続を願う。
観光課と連携し、日本遺産の麓集落として、
昔と道、まち並みは変わらないとの事なので、
史跡の充実を図り、史跡めぐり的な垂水の歴
史と文化が理解できるような何かが出来ない
ものか？生まれ住んだ町の歴史・文化を理解
することは、子供たちにとって大切な事であ
ると考える。

２ 文化財の保存・活用・顕彰

3 市立図書館の利用・促進

４ スポーツ活動の
推進

１ 生涯スポーツ・レクリエーション活動の推進

3.0

全国的にみると、リスクを伴うことから、コ
ロナ禍での中止をきっかけに廃止されるス
ポーツイベントも多いようだが、施設の改修
を徐々に行いながら積極的に再開しているこ
とから今後に期待する。管理しているスポー
ツ施設も多く、築年数も古く施設の管理も大
変であると思うが、利用者の安全確保の為、
点検補修をお願いする。

２ 体育施設の整備充実と有効活用

3 スポーツ団体の育成

GIG Aスクール 通信 vol.31
　令和３年度から、GIGA スクールによる一人一台端末を本格的に活用した教育が始まった
垂水市。ここでは、市民の皆様に、GIGA スクールはどういったものなのか解説するとともに、
各校の取組みを紹介することで、GIGA スクール構想を基にした教育に親しみを持っていた
だければと思います。

各小・中学校の取組も紹介

　　垂水小学校における Web 会議システムの有効活用

　Web 会議システムとは、インターネットを通して離れた場所にいる相手と
顔を見ながら交流できるシステムのことです。このシステムを使い、各教室を
つなげば、離れていても全児童がリアルタイムで同じ映像を共有し、対話する
ことができます。現在、体育館改修により全児童が集まることが難しいため、
有効活用しています。具体的には、昨年度の児童総会で、各学級が活発に発表
し合うなど双方向でのやり取りや、１学期に行われた青少年赤十字加盟登録式
でも、リサイクル・ボランティア委員会児童が式の進行等を行い、他の児童も
各教室から同式に参加しました。その他、始業式や終業式、全校朝会でも活用
しています。さらに、授業においても同システムを使い、本校５年生と新城小
学校５年生が算数の交流授業を行い、多様な考えに触れながら、相手を意識し
て自分の考えを堂々と発表する等、表現力育成のツールとなっています。

　　垂水市内の小中学校の実践がインターネットで見られます

　文部科学省の委託事業として、昨年度から引き続き「リーディングDXスクール事業」を受託し、垂水市
内すべての学校が指定校または協力校として、ICT端末の効果的な利活用の実践事例を広く発信しております。
　８月上旬には、松ケ崎小学校と牛根小学校とのテレビ会議シス
テムを使った遠隔合同授業の動画が、文部科学省の YouTube チャ
ンネルに、また、垂水中央中学校の ICT を活用した授業の工夫や
校務 DX の実践例が同省のホームページにそれぞれアップされま
した。
　これらの動画や記事は、下のQR コードからアクセスし、視聴・
閲覧することができます。是非、ご覧ください。 ▲文部科学省 YouTube チャンネル動画サムネイル

◀ 松ケ崎小学校と牛根小学校の動画
　「複式学級同士の遠隔合同授業」へ
　（文部科学省 YouTube チャンネル）

◀ 垂水中央中学校の記事「『ICT を活用した指導法の
　 工夫』から、『学習者主体の授業づくり』へ」へ
　（文部科学省 GIGA StuDX Style ホームページ）

　　垂水市立学校給食センターがインスタグラムを始めました！

　給食の献立や調理の様子等を紹介していますので、是非ご覧ください。

◀ 垂水市立学校給食
　 センターのインスタ
　 グラムへ

▲青少年赤十字加盟登録式

▲新城小学校５年生との遠隔合同授業

182024（令和６）10月 - 広報たるみず19 Tarumizu  City  Public  Relations


